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平
成
28
年
５
月
30
日
、
川
本

町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
28
回
通

常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
総
代
定
数
２
１
０

名
の
う
ち
１
９
６
名（
う
ち
委

任
状
８
名
、
書
面
議
決
書
39

名
）の
出
席
に
よ
り
開
か
れ
ま

し
た
。
議
長
に
は
江
津
市
桜
江

町
の
千
代
延
俊
介
氏
を
選
任

し
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

� （単位：円）
科　　目 積算内訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 5,059,331

Ⅱ　剰余金処分額

　１　法定準備金 当期剰余金の20％以上 50,000 50,000

Ⅲ　次期繰越剰余金 5,009,331
脚注　次期繰越剰余金中、教育情報資金は 100,000 円である。

第
28
回  

通
常
総
代
会
開
催

平
成
27
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え

た
年
、
ま
た
、
安
全
保
障
関
連
法
の

成
立
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
が
あ

り
、
林
業
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
環
境
問
題
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

が
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
林

業
・
木
材
産
業
に
お
い
て
は
、
一
層

の
森
林
吸
収
源
対
策
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
約
束
草

案
で
は
、
２
０
３
０
年
度
を
目
標
に

森
林
吸
収
源
対
策
を
２
０
１
３
年
度

比
で
２・
０
％
の
森
林
吸
収
量
を
確

保
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
森
林

整
備
・
森
林
保
全
事
業
の
予
算
を
削

減
す
る
こ
と
は
、
循
環
型
林
業
の
確

立
に
支
障
を
来
し
、
適
正
な
森
林
を

継
承
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
安
定
し
た
別
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
上
部
団
体
を
中
心
に

各
方
面
を
通
じ
て
森
林
環
境
税（
仮

称
）の
創
設
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

将
来
を
通
じ
て
森
林
を
適
切
に
整

備
・
保
全
す
る
た
め
に
は
、
国
民
す

べ
て
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

事
業
は
、
販
売
部
門
が
１
１
３ 

％
、加
工
部
門
の
取
り
扱
い
が
１
４
５ 

％
伸
び
る
な
ど
、
戦
後
よ
り
実
施
し

て
き
た
人
工
造
林
木
が
利
用
期
に
達

し
、
本
格
的
な
収
穫
期
に
入
っ
た
感

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
年
は
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
元
年
と
し
て
位
置
付
け
、

し
ま
ね
森
林
発
電
所
が
７
月
か
ら
本

格
稼
働
し
、
契
約
数
量
の
納
品
に
忙

し
い
年
で
し
た
。
冬
季
初
旬
は
暖
冬

で
あ
っ
た
こ
と
や
比
較
的
積
雪
期
間

が
短
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
未

利
用
材
等
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
計
画
の
数
量
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
含
水
率

除
去
に
は
、
天
候
や
貯
木
期
間
の
余

裕
等
簡
単
に
は
解
決
し
な
い
問
題
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
か
に
木
か
ら

水
を
抜
く
か
検
討
・
研
修
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

木
材
需
要
の
目
安
と
な
る
島
根

県
新
設
住
宅
着
工
数
が
３
，０
８
８

戸
と
前
年
は
消
費
税
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
は
２・
８
％
上
回
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
消
費
税
増
税
前
の
平

成
25
年
に
は
、
90
・
５
％
と
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
全
国
で
は
９
０
９
，

２
９
９
戸（
前
年
対
比
1
・
9
％

増
）と
な
り
小
幅
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
木
材
需
要
の
中
心
と
な
る
持
ち

家
は
前
年
比
0
・
7
％
減
と
伸
び

ず
、
建
築
用
Ａ
材
の
丸
太
単
価
の
上

昇
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
針
葉

樹
合
板
は
、
平
成
15
年
秋
か
ら
平
成

16
年
２
月
ご
ろ
ま
で
活
況
を
呈
し
ま

し
た
が
、
価
格
は
７
月
か
ら
下
が

り
、
現
在
も
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。労

働
安
全
衛
生
対
策
は
、
毎
月
安

全
衛
生
委
員
会
で
指
導
事
項
を
審
議

し
、
月
初
め
の
安
全
衛
生
会
議
で
全

員
に
周
知
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
７
月
11
日
に
安
全
祈
願
祭
、
安

全
衛
生
大
会
を
実
施
し
、
大
会
後

に
産
業
医
の
加
藤
節
司
先
生
に「
健

康
」、
農
林
中
金
岡
山
支
店
の
池

田
和
代
講
師
に「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
計
画

対
比
で
販
売
部
門
１
１
１
％
、
加
工

部
門
１
１
２
％
、
森
林
整
備
部
門

88
％
、
総
事
業
取
扱
量
98
％
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
実
績
対
比
で
は
96
％

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
整
備
は
、
計
画
後
に
事
業
が

縮
小
と
い
う
事
態
も
あ
り
、
計
画
の

83
％
、
昨
年
実
績
対
比
70
％
と
利
益

に
大
き
な
影
響
を
齎も

た
ら

し
厳
し
い
年

と
な
り
、
事
業
利
益
は
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
期
剰
余
金

24
万
円
、
繰
越
剰
余
金
４
８
１
万

円
、
合
わ
せ
て
当
期
未
処
分
剰
余
金

は
５
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
年
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
支
援
、
関
係
当
局
や
林
業
関
係
機

関
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
賜
と
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度

事
業
報
告
総
括
事
項

平
成
27
年
度

剰
余
金
処
分
案
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事
業
状
況

販
売
部
門

一
．
素
材
生
産
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
素
材

流
通
を
促
進
し
、
伐
採
跡
地
の
確
保

に
努
め
た
。

一
．
林
業
公
社
や
市
町
の
間
伐
材
搬
出

事
業
を
請
け
負
い
、
木
材
の
搬
出
に

努
め
た
。

一
．
製
紙
用
チ
ッ
プ
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
用
チ
ッ
プ
の
原
材
料
な
ど
に
供
給

す
る
た
め
、
広
葉
樹
・
針
葉
樹
を
購

入
し
、
林
産
事
業
の
推
進
と
造
林
地

の
確
保
に
努
め
た
。

一
．
組
合
員
の
要
請
に
応
え
、
宅
地
、

墓
地
、
耕
地
の
周
辺
で
危
険
な
立
木

や
支
障
木
の
伐
採
を
行
っ
た
。

一
．
森
林
経
営
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

集
約
化
施
業
団
地
を
形
成
し
、
施
業

提
案
を
行
い
、
安
全
に
、
仕
上
り
良

く
、
効
率
的
で
、
低
コ
ス
ト
な
利
用

間
伐
を
推
進
し
、
組
合
員
に
利
益
を

還
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
．
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
未
利
用
間
伐
材
利
用
促
進
対
策
で

原
木
の
集
荷
に
努
め
た
。

加
工
部
門

一
．
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
未
利

用
間
伐
利
用
促
進
事
業
、
森
林
環
境

保
全
造
林
事
業
で
未
利
用
材
の
集
荷

に
努
め
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
チ
ッ
プ
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
チ
ッ
プ
の
生

産
増
に
努
め
た
。

一
．
菌
床
生
産
は
「
島
根
県
エ
コ
ロ

ジ
ー
推
奨
」
の
認
証
を
受
け
、
食
の

安
全･

安
心
を
基
本
に
優
良
菌
床
の

生
産
に
努
め
た
。
ま
た
、
生
産
者
の

１
年
間
の
休
業
で
、
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク

販
売
数
が
減
少
し
た
。

　
　
新
規
生
産
者
の
加
入
促
進
に
努
め

た
が
、
試
験
栽
培
者
以
上
の
生
産
者

に
発
展
し
な
か
っ
た
。

一
．
オ
ガ
コ
生
産
は
最
適
な
原
木
の
確

保
に
努
め
た
。

一
．
再
生
品
事
業
は
、
激
甚
災
害
工
事

の
優
先
で
一
般
工
事
の
発
注
が
減
少

し
た
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事

業
の
貯
木
場
等
造
成
な
ど
で
廃
棄
物

処
理
等
の
事
業
が
確
保
で
き
た
。

一
．
ゆ
め
み
ど
り
堆
肥
は
、
組
合
員
へ

バ
ラ
で
の
低
価
格
販
売
・
散
布
等
の

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
。

一
．
チ
ッ
プ
製
品
売
上
は
、
松
林
地
の

確
保
が
で
き
、
マ
ツ
チ
ッ
プ
の
生
産

増
を
可
能
に
し
た
。

森
林
整
備
部
門

一
．
森
林
総
研
の
平
成
₂₇
年
度
は
、
予

算
不
足
で
実
行
可
能
林
齢
の
上
限
が

設
定
さ
れ
た
た
め
、
予
定
地
の
保
育

一
．
治
山
事
業
は｢

保
安
林
整
備｣

で

間
伐
や
除
伐
に
努
め
た
が
、
例
年
よ

り
事
業
発
注
が
少
な
か
っ
た
。

一
．
造
林
用
山
行
苗
を
委
託
生
産
し
、

優
良
苗
木
の
供
給・斡
旋
に
努
め
た
。

一
．
林
業
用
機
械
・
器
具
・
事
業
物
資
・

生
活
物
資
な
ど
、
県
森
連
や
機
械
器

具
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
良
質
で
安

価
な
物
資
の
斡
旋
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
た
。

一
．
間
伐
後
や
下
草
の
な
い
林
地
等

は
、
特
に
水
害
や
雪
害
等
で
災
害
を

受
け
や
す
い
た
め
、
災
害
に
備
え
て

貴
重
な
森
林
の
財
産
の
損
害
補
て
ん

を
確
保
す
る
森
林
保
険
の
加
入
促
進

に
努
め
た
。

一
．
制
度
資
金
の
回
収
は
、
期
限
内
に

納
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
早
め
に

予
告
通
知
を
行
い
、
滞
納
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
た
。

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
新
植
事

業
費
の
減
額
で
予
定
の
数
量
を
実
施

で
き
な
か
っ
た
。

　
　
個
人
造
林
事
業
は
、
一
般
公
共
予

算
で
あ
る
造
林
補
助
金
減
額
の
た

め
、
予
定
の
事
業
量
を
実
行
で
き
な

か
っ
た
。

一
．
国
有
林
の
入
札
に
積
極
的
に
参
加

し
、
事
業
を
確
保
し
た
。

一
．
組
合
員
所
有
山
林
に
つ
い
て
森
林

経
営
計
画
を
策
定
し
、
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
や
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
で
要
望
に
応
え

た
。

一
．
地
籍
調
査
事
業
は
、
地
元
の
協
力

を
得
て
少
な
い
職
員
で
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

一
．
₁₀
年
以
上
手
入
れ
が
な
く
、
₃₆
年

以
上
の
人
工
林
で
荒
廃
し
て
い
る
山

林
を
「
県
民
再
生
の
森
事
業
」
で
申

請
し
、
整
備
に
努
め
た
。

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,171,156,919
２　事業総費用 999,330,636
　　　事業総利益 171,826,283
Ⅱ　事業損益
１　人件費 161,704,318
２　旅費・交通費 939,659
３　事務費 4,022,143
４　業務費 2,972,082
５　諸税負担金 6,467,351
６　施設費 7,647,112
７　雑　費 2,169,109
　　　事業管理費計 185,921,774
　　　事業利益 △ 14,095,491
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 26,872,561
２　事業外費用 14,435,723
　　　事業外損益 12,436,838
　　　経常利益 △ 1,658,653
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 25,853,634
２　特別損失 23,046,244
　　　特別損益 2,807,390
　　　税引前当期純利益 1,148,737
　　　法人税、住民税及び事業税
　　　法人税等調整額

904,500

　　　当期剰余金 244,237
　　　前期繰越剰余金 4,815,094
　　　当期未処分剰余金 5,059,331

指導事業 0

（単位：千円）

販売品 28,102

その他
1,472

バイオマス品
92,200

オガコ品 3,581
菌床品 31,761

治山工事
3,796

調査収入
24,298

金融事業 164

その他 4,201
購買事業 51,943

緑の雇用育成収入 6,349

販売部門
加工部門
森林整備部門

再生品 57,812

森林整備
301,357 チップ製品

70,672

事業総収益
1,171,157千円

利用料
91,568

作業道工事
97,079

林産品
137,818

間伐品
166,984

	 お　お　ち　森　林 	 平成 28 年 7 月 20 日3�



運
営
の
基
本
方
針

平
成
28
年
度
事
業
計
画

１．組合分収林の契約期間満了が
迫っている契約地の期間延長に
係る変更契約の締結を行う。

１．成熟した組合分収林を基本に
森林経営計画を策定し、集約的
な団地を形成し、作業道等の整
備を行い、間伐材等の利用に努
める。

１．森林組合監査士を中心として
内部監査計画により、組合経理
の適正化と内部牽制機能の充実
を図る。

１．コンプライアンス委員会で計
画した研修会の実施、全従業員
の教育を行い、法の順守を徹底
する。

１．担い手の確保に努め、伐木造
材、搬出技術と造林技術者の知
恵を結集し、木材生産のトータ
ルコスト軽減に努める。

１．職員の年齢構成の平準化に
努め若手職員を雇用し、変化す
る木材需要に応じた事務の効率
化、現場の安全管理、事業推進
システム等に精通する職員を育
てる。

１．職員研修への参加を積極的に
促し、経営や現場管理に生かせ
る新知識を得る。

１．遊休施設の点検を行い、適正
な管理または適当な時期の処分
を検討する。

組合の管理面では 国
は
林
業
の
成
長
産
業
化
実
現
へ
発
進
す
る
年
と
し

て
、
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
法
整
備
や
供
給
体

制
の
強
化
を
図
り
、
蓄
積
し
た
森
林
資
源
の
あ
た
ら
し

い
活
用
方
法
の
開
発
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
心
を
向
け
る
と
共
に
、

成
功
に
は
課
題
も
あ
り
、
木
材
価
格
の
低
迷
か
ら
森
林

経
営
に
対
す
る
意
欲
低
下
、
関
心
の
薄
さ
、
過
疎
化
、

跡
継
ぎ
の
不
在
村
、
境
界
・
所
有
者
の
不
明
、
相
続
登

記
の
放
置
な
ど
、
林
業
団
体
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

も
の
が
多
く
、
所
有
者
の
意
識
改
革
を
促
す
施
策
も
併

せ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
年
で
す
。

石
見
地
域
の
国
産
材
需
要
量
は
約
₄₀
万
㎥
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
約
₁₀
万
㎥
、
合
わ
せ
て
₅₀
万

㎥
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
森
林
組
合
を
含
め
た
石
見
地
域

の
林
業
事
業
体
に
よ
る
生
産
量
は
約
₁₇
万
㎥
で
、
需
要

に
対
し
て
供
給
量
が
不
足
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
原

木
価
格
も
低
迷
し
て
い
る
な
か
、
当
組
合
は
低
コ
ス
ト

に
よ
る
原
木
増
産
と
少
し
で
も
高
い
需
要
先
に
販
売
す

る
こ
と
に
努
め
、
再
造
林
を
含
め
、
所
有
者
へ
の
還
元

が
よ
り
多
く
で
き
る
よ
う
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

循
環
型
林
業
の
確
立
を
進
め
る
た
め
、
森
林
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
を
中
心
に
森
林
経
営
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ

た
原
木
生
産
、
再
造
林
、
保
育
事
業
を
行
い
、
集
約
化

の
推
進
と
施
業
の
効
率
化
を
図
り
、
技
術
者
の
育
成
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
生
産
し
た
原
木
は
、
造
作
用
、
合

板
向
け
等
に
用
途
別
仕
分
け
と
林
地
残
材
で
放
置
し
て

い
た
未
利
用
材
の
集
荷
、
有
効
利
用
に
努
め
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
一
役
を
担
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
活
動
に
お
い
て
は
、
安
全
衛
生
大
会

を
実
施
し
、
労
働
災
害
防
止
の
啓
蒙
や
研
修
を
通
じ
て

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

各
事
業
所
の
安
全
衛
生
推
進
者
が
毎
月
実
施
す
る
安
全

衛
生
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
を
安
全
衛
生
委
員
会
が
行
い
、

災
害
の
無
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
あ
ふ
れ
る
明
る
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。「
安
全
第
一
、

品
質
第
二
、
生
産
第
三
」を
指
針
と
し
て
、
事
業
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

員
外
・
法
第
９
条
９
項
に
基
づ
く
利
用
計
画
は
、
全

体
の
₂₆
％
で
計
画
し
て
お
り
、
組
合
員
の
た
め
の
事
業

の
遂
行
を
妨
げ
な
い
限
度
内
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
も
組
合
員
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上

並
び
に
森
林
の
保
続
培
養
お
よ
び
森
林
生
産
力
の
増
進

に
努
め
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
緑
豊
か
な
森
林
資

源
を
適
正
に
整
備
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 28年度損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,195,035
２　事業総費用 1,001,210
　　　事業総利益 193,825
Ⅱ　事業損益
１　人件費 166,295
２　旅費・交通費 1,111
３　事務費 4,526
４　業務費 3,613
５　諸税負担金 6,865
６　施設費 8,765
７　雑　費 2,313
　　　事業管理費計 193,488
　　　事業利益 337
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 22,680
２　事業外費用 13,449
　　　事業外損益 9,231
　　　経常利益 9,568
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 120
２　特別損失 0
　　　特別損益 120
　　　税引前当期純利益 9,688
　　　法人税、住民税及び事業税  905
　　　法人税等調整額 　
　　　当期剰余金 8,783
　　　前期繰越剰余金 5,009
　　　当期未処分剰余金 13,792
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は 100 千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 １件当たり216円 その都度
林産物の受託販売手数料 売上額の100分の5.14 精算時
林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の10.28 〃
森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の10.28 交付時
受託森林整備手数料 事業費の100分の23.65 精算時
造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の14.40 〃
山林調査手数料 １日１人当たり10,800円 その都度
森林保険関係手数料 100分の10.28 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の5.40
　300万円以下の金額に対して100分の5.40

　�300万円を超え1,000万円以下の金額に対し
て100分の3.24

　�1,000万円を超える金額に対して100分の2.16

〃

諸証明手数料
１件５筆まで1,080円
　それを超える場合１筆につき216円

〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の2.16
　　貸付時　　　100分の2.16
　　次年度以降　100分の0.54

〃

面積測量
0.50HA未満	 3,240円
1.00HA未満	 5,400円
0.10HA増毎	 540円

〃

その他 組合長において決定 〃
脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおります。
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就
任
の
ご
挨
拶

新
役
員
選
任
に
つ
い
て

退
任
役
員

こ
の
度
、
第
₂₈
回
通
常
総
代
会
の
役
員
改
選
に
お
い
て
選
任
決

議
を
受
け
、
理
事
会
で
代
表
理
事
組
合
長
に
再
選
さ
れ
就
任
し
ま

し
た
。
微
力
な
が
ら
一
所
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
公
私
と
も

大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
よ
り
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
新
た
に
始
ま
り
、
林
地

残
材
と
言
わ
れ
て
い
た
未
利
用
材
の
価
値
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

が
、
建
築
用
材
と
な
る
良
質
な
素
材
丸
太
は
建
築
様
式
、
人
口
減

等
の
影
響
を
受
け
、
木
材
需
給
は
変
動
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
林
業
は
、
地
理
的
条
件
の
不
利
地
も
多
く
リ
ス

ク
が
目
立
ち
ま
す
が
、
森
林
法
や
森
林
組
合
法
の
改
正
な
ど
、
木

材
需
給
を
高
め
る
た
め
の
政
策
や
、「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用

促
進
法
」を
更
に
民
間
建
築
物
等
に
も
広
げ
て
い
く
た
め
の
法
改

正
な
ど
に
期
待
を
寄
せ
、
役
職
員
並
び
に
従
業
員
一
体
と
な
っ
て

リ
ス
ク
の
低
減
に
挑
み
、
循
環
型
林
業
を
確
立
さ
せ
、
緑
豊
か
な

森
林
資
源
を
適
正
に
整
備
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

　
大 

石
　
良 

典

後列左より　�寺本 保 監事　日高峻宏 理事　洲濵敏宏 理事　松田直美 理事　早弓優憲 理事
前列左より　佐々木孝義 監事　山田史朗 理事　井上直樹 筆頭理事　大石良典 代表理事組合長　中原良輝 代表監事

平成28年５月30日、新役員による第１回理事会が開催され、代表理事組合長に大石良
典氏が選任されました。また、筆頭理事に井上直樹氏、監事会においては、代表監事に
中原良輝氏が選任されました。

新たな役員構成でスタートしました

平
成
28
年
５
月
30
日
を
も
っ
て
現
役
員

の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成

28
年
４
月
22
日
、
役
員
推
薦
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
候
補
者
は
次
の
方
で
、
第

28
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
選
任
決
議
さ

れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

平
成
28
年
5
月
30
日
、
任
期
満
了
に
よ

り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�
（
敬
称
略
）

理　
事

　

三
上　

邦
彰
（
大　

和
）

監　
事

　

冨
永　

英
明
（
瑞　

穂
）

　

服
部　

壽
夫
（
石　

見
）

筆頭理事

井 上　直 樹

代表監事

中 原　良 輝

理　
事

　

松
田　

直
美
（
川　

本
）

　

山
田　

史
朗
（
邑　

智
）

新

日
高　

峻
宏
（
大　

和
）

　

井
上　

直
樹
（
羽
須
美
）

　

洲
濵　

敏
宏
（
瑞　

穂
）

　

大
石　

良
典
（
石　

見
）

　

早
弓　

優
憲
（
桜　

江
）

監　
事

　

中
原　

良
輝
（
邑　

智
）

新

佐
々
木
孝
義
（
瑞　

穂
）

新

寺
本　
　

保
（
石　

見
）
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平
成
28
年
４
月
１
日
付
に
て
入
組
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
人
紹
介

坂さ
か

根ね

　
　
潤じ
ゅ
ん

（
美
郷
支
所
）

内う
ち

ヶが

島し
ま 

崇た
か

志ゆ
き

（
チ
ッ
プ
工
場
）

春は
る

木き

　
健け
ん

太た

（
邑
南
支
所
）

内な
い

藤と
う

　
由ゆ
き

人と

（
本
所 

松
嶋
班
）

４
月
よ
り
邑
智
郡
森
林
組
合
に
入
組
し
、
美
郷
支
所
勤

務
に
な
り
ま
し
た
。
入
組
し
て
３
カ
月
が
経
過
し
、
覚
え

て
い
く
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
仕
事

を
覚
え
て
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
よ
り
採
用
さ
れ
、
チ
ッ
プ
工
場
勤
務
と
な
り
ま
し

た
内
ヶ
島
で
す
。
ま
だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
先

輩
方
に
迷
惑
を
掛
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

４
月
よ
り
邑
南
支
所
へ
配
属
と
な
り
、
３
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
こ
と
、覚
え
る
こ
と
の
連
続
で
す
が
、

一
日
も
早
く
、
一
つ
で
も
多
く
の
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
未
熟

な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
先
輩
方
に
迷
惑
を
掛
け
る
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
で
入
組
し
ま
し
た
。

異
業
種
よ
り
林
業
と
い
う
職
を
選
び
、
京
都
よ
り
邑
南

町
へ
Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
来
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
₂₈
年
６
月
₃₀
日
付

　
総
務
課
長

　

坂
根 

和
重 

氏
（
勤
続
₃₈
年
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
森
林
組
合
事

業
の
発
展
と
林
業
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
お
知
ら
せ

人
事
異
動

�

（　

）
内
は
旧
職
名

平
成
₂₈
年
５
月
１
日
付

　

総
務
課　

課
長
補
佐

�

（
邑
南
支
所　

主
任
）

　

光
　
田
　
明
　
裕

平
成
₂₈
年
６
月
１
日
付

　

流
通
課　

係
長

�

（
整
備
課　

係
長
）

　

日
野
原
　
　
　
淳

　

流
通
課　

主
任

�

（
整
備
課　

主
任
）

　

出
　
合
　
元
　
明

平
成
₂₈
年
７
月
１
日
付

　

総
務
課　

課
長
心
得

�

（
総
務
課 

課
長
補
佐
）

　

光
　
田
　
明
　
裕

※
次
号
で
、
地
域
の
林
業
を
担
う
仲
間 

第
２
回 
美
郷
支
所
を
紹
介
予
定
で
す
。

前
号（
第
70
号
）で
ご
紹
介
し
た
、地
域
の
林
業
を
担
う
仲
間（
第
１
回 

本
所
）

に
、
こ
の
春
、
新
た
に
１
名
の
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
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平成 28 年 7月1日現在

総　　　　　代　　　　　会

代表理事組合長　　大石　良典 監　　事　　会

代表監事　　中原　良輝
監　　事　　佐々木孝義
監　　事　　寺本　　保

筆頭理事　　井上　直樹
理　　事　　山田　史朗
理　　事　　早弓　優憲
理　　事　　洲濵　敏宏
理　　事　　松田　直美
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985

美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064
お問い合わせ先

（平成29年４月１日採用）

※詳しくは、本所総務課またはハローワーク川本へお問い合わせください。

職員・従業員 募集のお知らせ

熊をよせつけないグッズを紹介しま～す！

熊よけのベル

熊よけのベル（ワンタッチ）

熊よけの鈴
（１個付）

3,010円 1,780円

1,900円

1,970円

2,400円
熊よけの鈴
（２個付）

4,110円

夏の野外作業に
おすすめ！

パワー森林香

携帯防虫器

1,390円

1,030円

小（５㎝）

小

大（６㎝）

大

職　　　　 種 職員（一般事務及び現場管理事務） 従業員（山林作業員及び工場作業員）
採用予定人数 ２～３名 ２～３名

応 募 資 格

高卒程度の学力を有する者
（平成29年３月卒業見込みを含む）

経験２年以上の者、または林業関係の学校教育
修了者及び農林大学校林業科卒業者

（平成29年３月卒業見込みを含む）

普通自動車運転免許必須（AT限定不可）
18歳～25歳

（平成３年４月２日～平成11年４月１日生まれ）
18歳～39歳

（昭和52年４月２日～平成11年４月１日生まれ）

応募受付期間 平成28年８月１日（月）～
平成28年10月11日（火）

平成28年８月１日（月）～
平成28年９月16日（金）

試　 験　 日 平成28年10月24日（月）午前９時 平成28年９月30日（金）午前９時
試 験 内 容 筆記試験・作文・面接
応 募 方 法 組合規程の応募用紙に履歴書（直筆）を添えて応募

パ
ワ
ー

森
林
香
専
用

防
虫
効
果
大

お
す
す
め
で
す 熊との不慮の遭遇を避け、入山の際は事故防止のため、熊よけの鈴などは

いかがですか？

※商品は全て税込み価格の表示となっております。

 熊の習性
普段は、おとなしく、こちらから危害を加えなけれ

ば襲うことはありませんが、驚いた時や逆にこちらか
ら威嚇した時には、逆上して襲いかかったり、背中を
見せて逃げる者を追いかける習性があります。
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